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薄暮の駒ケ岳

秋田駒ケ振は1970年9月18目に噴火をはじめてから3～5分おきに

大小さまざまの爆発をくり返している.深まりゆくみちのくの秋色の

美しさとは対象的にみどり濃いこの女振も度重なる爆発によって今

では黒い山容と化してしまった.噴煙を空高く上げ迫力に満ちた目中

の噴火もさる事たがら夕暮から夜間にかけて不気咲なる火口の中から

真赤な熔岩や火山弾力液空に噴出される光景は他にたと完ようのない

美しさで見る人をして時の経つのを忘れさせてしまう遠くの山々は

奥羽山脈である.(本文参照)(正井義郎)�


